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アンケート 
目的 

仕事と暮らしを両立することに関するお困りごとを知り、その悩みを解決す
る（特別な配慮ではない）サービスや支援につなげ、生きづらさ（コンフリ
クト）を少しでも減らすこと。また、そのサービスや支援を行う企業や公共
団体が増え、両立する人・雇用する企業が ｗｉｎ-ｗｉｎ-ｗｉｎ となる
ことを目的として実施する 

調査対象 愛媛で両立の経験のある人、または、両立をしようとしている人 

調査方法 「仕事と暮らしの両立フェスタ」（２０２２年１２月４日開催）への来場者、 
ＳＮＳ等を活用したｗｅｂアンケート 

調査期間 ２０２２年１２月１日～１２月３１日 

総回答数 ２５３名 

調査結果 ＮＰＯ法人 ワークライフ・コラボのＨＰにて公開 
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 ※端数処理が四捨五入のため合計が 100％にならない場合があります（以下同様）。

 ※複数選択可 

0 50 100 150 200

答えた人が 253 人なのに、 

回答数が 637 もあるってことは、

みんな 2 つ以上の何かを 

ってことだね。 
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４３９

 
約９割の人が仕事と暮らしの両立に

モヤモヤをかかえてるんだね。 

「モヤモヤがあるけど思い通りになる」 

って、どういうことかしら？ 

   何か両立のヒントがありそう…。 

２４４

 

モヤモヤ度の高い順に、モヤモヤ項目を 

１位から３位まで３つ選んでもらいました。 

・一番モヤモヤ度を感じる項目………３点 

・２番目にモヤモヤ度を感じる項目…２点 

・３番目にモヤモヤ度を感じる項目…１点 

で計算・集計した結果です。 
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 ※複数選択３つまで可

 ※複数選択３つまで可 

 ※複数選択３つまで可 

0 20 40 60 80 100 120

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50 60 70

①時間内に仕事が終わらず、残業になる 

②人員が少なく休みがとりづらい 

③職場の人間関係がよくない 

①夫が家事をしない 

②家事に時間をとられてしまう 

③家事の分担があいまい 

①子どものことは全て母親の役目 

②子どもとの時間がとれない 

③育児に関する分担ができていない 
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 ※複数回答可

0 20 40 60 80 100 120 140 160

 
抱え込まずに、誰かに話したり

行動することで、両立のヒント 

が見つかるかも。

・職場の先輩や同僚に
相談して、アドバイ
スをもらう 

・いろいろな人の話を
聞く機会を持ちたい 

・同じ立場同士で相談
しあえる場がほしい 
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・夫婦の相互理解、家
族の共通理解と協力
が必要 

・家事育児代行サービ
スを気軽に使いたい 

・言葉にすると気持ち
が少しは軽くなるの
で身近に話せるとこ
ろがあれば良い 

・育児について母親が
主体ではなく夫婦、
社会全体で関わる仕
組みがあるといい 

・自分だけで背負わな
いように、パートナ
ーや周りに話を聞い
てもらう 

・自分も子どもも、い
ろいろな選択肢や意
見があることを認識
する 

・相談場所見つける  

・セカンドオピニオン
を気軽にしたい 

・団体のトップの割合
を男女同数にする―
そうすることで社会
全体の意識が変わる 
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→そこを を踏み出すことができれば、何らか解決できるのかな…。 

→（都道府県版ジェンダー・ギャップ指数によると）愛媛県の共働き世代の家事育児時間
は女性（３時間 58 分）が男性（41 分）の 5.7 倍というデータと紐づく。四国４県では
最短、全国でも 43 位とワースト５に入り、男女の性別役割分担意識は根強い。 

→ 不安やしんどさを抱えていることがうかがえる 

→すでにある公的な相談場所の （11.5％）→知らない? 使いづらい? 

1

2

3 の 
役割は、モヤモヤさんに情
報を共有したり、支援につ
なげること。 

→STEP を踏んで解決に向けて
行動できる人は次の

になり得る。 
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信頼関係をつなげる場づくりや心理的安全性を担保することが大切で、そうすることで個人の成
⾧はもとより、企業・社会の成⾧を促すと考えます。 

見えている課題あるいは埋もれている課題に耳を傾け、個人・企業・社会が繋が
りを持ち、互いに理解・協力し合う中で解決していくことが必要です。 

 

 

 
ワークライフ・コラボは、「誰もが自分らしい働き方・生き方ができるよう、人と企業と地域をつ

なぐこと」をその役割として活動しています。 

その中で見えてきたのは、 
①企業は、人口減少により「人手不足」が深刻化しているにもかかわらず「子育て」「介護」

「治療」「地域活動」などを担う「両立人材」をうまく経営に活かせていない。 
②働く人は、働き方・暮らしのスタイルが多様化しており「子育て」「介護」「治療」「地域活

動」と仕事の両立が必須の時代になってきているのに、「仕事と暮らしの両立」に向き合う機
会や情報が無い。 

という課題でした。 

そこで今回の調査も踏まえ、仕事と暮らしの両立におけるモヤモヤの見える化と企業の取り組み紹
介を通じて、まずは「働く人」「企業」「地域」それぞれが自分とは違う価値観と出会い、「共感で
きなくても、理解はできる」という状態となることを目的に『第１回 仕事と暮らしの両立フェスタ』
を開催しました。（2022 年 12 月４日） 

「両立ができているかどうか」、「暮らしが豊かであるかどうか」は、言葉を選ばずに言えば個人
の解釈です。だからこそ、それぞれが困っていること（モヤモヤ）を相談できる場所、解決につなが
る知識やツール、それを次の人に繋げていくアクションを起こす「場所」や「情報」が必要です。 

そして、私たちを取り巻く環境や課題はその時代によって変わっていくでしょう。今回のイベン
ト・調査を通して私たちもまた、新たな出会い・発見をいただきました。 

だからこそ、両立しようとする労働者、雇用する企業、またそれを支援する行政や地域…、それぞ
れが「ジブンゴト意識」で「どうすればより良くなるか」を考え、気づき、行動することを継続する
ことが重要だと改めて感じました。 

この調査結果から、私たちの次の課題は『働く人がなぜ「仕事と暮らしの両立のモヤモヤ」を「仕
方ない」と諦めているのか』をひも解いていくことだと捉えています。 

 

特定非営利活動法人 ワークライフ・コラボ 
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